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　山下仁大氏は，電子セラミックスとバイオセラミックスに関する材料化学の基礎から応用まで幅広く緻密に研究し
多大な貢献をしてきた．Na2O－R2O3－SiO2－P2O5（R：希土類元素）系の新イオン導電体Narpsio（ナープシオ）を
設計し，これを基に多種の酸素酸塩を含む高イオン導電性ガラスセラミックスを合成した．従来の固体電解質材料を
用いては達成できなかった成果として国内外から高い評価を得ている．また，ハイドロキシアパタイトの高温におけ
るプロトン伝導性に着目し，分極処理によるバイオエレクトレットの形成を提示した．生体内においてエレクトレッ
トの発する静電的相互作用を利用して環境制御し , 骨や歯の硬組織再生や皮膚などの軟組織の修復など多岐に亘る生
体反応を活性化できることを次々と明らかにした．その作用機序の解明は，普遍的理論の構築と新たな再生医療法を
導くもので，高く評価されている． これらの成果は，多数の学術論文・解説・著書として発表されており，本協会学
術賞，フェロー表彰，米国セラミックス学会フルラス記念賞等をはじめ多くの賞を授与されている．本協会においては，
副会長，理事を長年に亘り務めている．
　以上，同氏は本会における活動を通じてセラミックス分野の発展に顕著な業績を挙げるとともに，長年にわたって
日本セラミックス協会の活動に極めて多大な貢献をされた．よって，日本セラミックス協会功績大賞として表彰する．




